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論文要旨 本研究は成人看護学概論における学習プログラムの一環として実施した学外演習が看護学生の自己

効力感を高めることにつながったのか，また学外演習は健康と日常生活との関係について勘解を深めるのに効果

的であったかどうかを調査し，検討を加えたものである。学外演習の方法は骨密度測定をとおして地域住民と直

に触れ合う体験であり，学生にとって遂行可能な内容であった。遂行が容易である体験は看護学生に達成感を与え，

その達成感の経験は学生の生理的・情動的な側面に影響を与えた。学外演習での楽しかったという活動経験は又，

同じような経験をLたいと考えることにつながり，学習への動機づけにつながった。さらに地減住民との交流か

ら健康と日常生活との関係についての理解が深まったことから学外演習は自己効力感を高める効果的な学習プロ

グラムである。
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圃序言

自己効力 (SelfEfficacy) とはアルパート・パ

ンデューラJ)が学習理論として提唱したものであ

り，学習者が継続して学習行動を実行するための

重要な要素と考えられている。彼は著作『激動社

会の中の自己効力』の中で，その概念について，

人がある行動を実行するには，ある行動に対する

自信がどの程度あるかということであり，行動を

起こすためには，行動をとることによる結果への

期待と行動を取ることができるという効力への期

待が必要であると述べている。つまり，彼は自分

の行動が良い結果を得ることができるという成果

予測と自分にはその行為ができるという効力予測

が自己内部に生起することが自己効力であると考

えた。パンデューラの定義する自己効力は自分に

はその行動ができるという認識を持って為される

ものであり，自己効力〈感〉とも呼ばれる。自己

効力感(以降，自己効力感とする)は個人の特定
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の行動決定を促して行動の開始や継続を促進する

と考えられている。彼の提唱に従えば，学習者が

学習を開始したり，学習を継続したりするとき，

この自己効力感の有無が，その結果に大きく影響

するということになる。

自己効力感は生涯，自己コントロールが必要な

慢性疾患の患者教育などに適用され，その継続性

に有用な概念であると考えられている。 2)，3)学習

することの中身にもよるが，潜在する能力の可能

性をいかにして引き出すか。又，個人が内部から

学ぼうとする意志をどうやって獲得するか。自己

学習能力の育成，生涯にわたって自己学習を展開

できる人間の育成をどうやって行っていくか。こ

れは教育の成果を左右する大きな問題である。時

実利彦は『人間であること』という著作の中で，

学習に関して以下のように述べている。「学習と

は，環境との相互関係からおこる行動の永続的な

変化であって，行動をあやつる神経系の可塑性，

即ち，記憶の仕組みを基盤にLて行われる。従っ
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て，環境を設定してやれば，下等な動物でも学習

は可能/)である。その意味で学習への動機づけ

は学習成果を最大限高めるために重要なことであ

る。

学習の為の動機づけとは学習意欲とそれを刺激

するやり方であり，基本的には内発的動機づけ

(泊trinsicmotivation)と外発的動機づけ (ext巾}-

sic motivation)がある。内発的動機づけとは引

き起こされる活動それ自体の持つ報酬効果，即ち，

行動がある目標を得るための手段ではなしそれ

自体が目標である場合をいう。何かの為にするの

ではなししたいからするという動機づけである。

知的好奇心によるものが典型であるが，動物にお

いても，探索動因，操作動因によるものが認めら

れている。外発的動機付けとは外的条件(報酬)

によって行動が動機づけられ，強化される(外的

強化)ような動機づけのことである。賞罰による

動機づけはその典型であり，行動は報酬を得るた

めの手段となる。ブルーナー5)は「学習の為の動

機づけは，学習することそれ自体に対する興味の

喚起に基づ〈ものでなければならない。Pと述べ
ている。ブルーナーが述べた興味の喚起とは“発

見を促す興奮の感覚"がもたらす学習者の動機づ

けの問題ともつながる。賞賛によって得られる動

機づけも外的動機づけの一つであり，マズロー7)

の至高の経験 (peak experiences)"などもそ

れであろう。

バーナード・ワイナーは著作『ヒューマンモチ

ベーシヨン~91 の中で，アロイト精神分析的理論10)

ハルの動因理論li)クルト・レヴインの場の理論叫，

アトキンソンの達成動機づけ理論叫，ジョン・

ワトソン附の行動主義の立場から生まれた社会

的学習理論等，動機づけに関する多くの理論を報

告している。彼が著作の中で説明しているように，

学習への動機づけに関する心理学的研究は看護教

育においてもおおいに適用されるべき概念であ

る。中でもパンデューラが提唱する自己効力感は

学習者の学習への行動形成に極めて影響力が高

い。学習の継続性は生涯教育を必要とする看護教

育では，主体的に学習ができるように啓発するた

めにも殊に重要である。既に筆者は『看護基礎教

育における技術学に関する若干の考察ー学習者参

加型学習法を看護技術学に取り入れてー』同で，

学習者が主体的に学習を行う教育方法を実践し

た。この報告は技術教育における授業成果をまと

めたものである。その授業形態は教員がモデルを
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示したり，あるいはひとつ一つの技術手順を丁寧

に教えたりするという教授法ではなく，学習者に

一つの技術演習課題を与え，学習者自らが探索活

動・あるいは発見学習をする方法である。学習者

はその成果を他の学生の前で実演することによっ

て，他の学生から賞賛を得る。その詩に経験する

のがマズローの主張する至高の経験であり，次の

学習への動機づけと Lて有効であると考えられ

たロ

成人看護学慨論 Iの教育単元には[日常生活と

健康]がある(表 l 成人看護学概論l授業予定

参照)。その教育で学習者は成人期のライアサイ

クルと日常生活，日常生活と健康，健康的なライ

アスタイル増進のための働きかけについて理解す

ると同時に，自己もまさに成人期にある者として，

健康的なライブスタイル増進のために自己の日常

生活の調整が必要となる。

パンデューラは「学校での健康教育は説教じみ

た教司11的なものであり，個人に対する効果は少な

い。J凶と述べ，健康的なライアスタイルを増進

させる効果的なプログラムを作成し，若者逮が健

康を害する習慣を形成できるようにしなければな

らないと述べている。まさに看護学生(以降文中

では学生と称する)は人有の健康増進のために働

かなければならない者たちであると同時に健康増

進の問題が自己の課題でもあることを認識し，必

要があれば行動変容していかなければならない。

彼が述べたように青年期にある学生達が，健康習

慣の形成に関心を持ち，良い健康習慣を持つため

の効果的な学習プログラム立案の必要があるロ立

案された学習プログラムの中で，学生達が地域住

民と日常生活と健康に関する会話を持つ機会が得

られれば，自己の日常生活と健康問題にも関心を

持つことが期待される。さらに，その経験を契機

に自己の生活習慣に何らかの問題を発見Lたなら

ば，行動変容を起こすことにつながり，健康のた

めに良い生活習慣の形成ができるのではないかと

考えた。さらに学外演習で学生達が自己効力惑を

持つことができればそれは学習への動機づけにつ

ながる効果的な学習プログラムであると考えられ

た。そこで筆者らは成人看護学概論1の学習プロ

グラムのーっとして学外演習を企画した。〈表 l

参照〉その教育目的は以下の二点、である。

J)地域住民とふれあい，地域住民の日常生活を

理解する。

2)骨密度の測定を行い，その結果説明を通して
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表 1

平成16年度 |成人看護学概論 I授業予E一単位 30時間
学習目的 成人看護の特性と成人看護学の役割を理解する。

学習目標 l 成人期の対象理解及び成人看護学の目的が理解できる。

2 成人の健康特性と保健対策が理解できる。

3，成人を対象とする医療活動及び関連理論が理解できる o

回数 月日 時間 単元

4月1281時限目
成人看護学の
概念と構成

2 4月14日5時限目

3 4月21日

4 4月21日
成人の発達謀
題と役割

5 4月28日

E 5月10日
成人の生活と健
康問題

7 
6/11 -7/9 

成人保健演習
(毎土曜日)

8 5月12日

9 5月17日
成人の生活と健
康問題

10 5月19日

11 5月198 成人看護学に用
いられる基礎理

12 B月23日 論

13 6月30日
成人を対象とす

14 6月30日
る医療活動

15 
2004/7/21 (木)
3時限目

健康的な日常生活についての理解を深め，自

己の日常生活習慣が健康生活に与える影響に

ついて考えることができる。

看護学生の自己効力感に関する研究報告はジャ

ネット・リム他の『異文化ケア提供における看護

学生の自己効力』川がある。その研究報告で彼女

らは教育者ができるだけ早い時期に臨床経験を与

えるような学習プログラムを提供することが看護

学生の自己効力感を高めることになると結論づけ

内容 場所 備考

成人の生活と健康問題・成人看 第5講義
護学の構成 室

成人看護の機能する場と成人 第B講義
看護の役割 室

成人の発達課題と関連する理 第E講義
論(エリヴソン・ハピガースト他)室

身体機能の発達と生殖機能の 第6講義
成熟 室

心理社会的機能から見た特徴 第百講義
(家族役割含む) 室

成人各期における健康問題
第6講義

室

成人の生活と健康問題綜合学
安芸阿賀 別紙のよ

習
駅前阿賀 うな演習
プラザ 計画

職業性疾病に関連する健康問 第百講義
題 室

人口・死亡と死因=疾病構造
第S講義 国民衛生
室 の動向

ストレスに関連する健康問題
第百講義

室

ーード論・エンパワーメント・アン 第百講義
ドラゴジ一成人教育理論 室

ストレス理論・危機理論=ケアリ 第百講義
ング他 室

患者と家族への教育と支援
第百講義

室

第6講義
継続看護とチムアプローチ

室

試験
第E講義

室

ている。彼女らの報告を考えたとき，学習者が看

護学に輿味や関心を持つためには，早い時期に臨

床経験を与えることが肝要である。学習の成果が

最大限高められれば，以降の教育が効果的に展開

できるであろう。さらにその演習内容は彼女達の

能力で実現可能なことが自己効力感を高めること

につながると考えた。
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以上から筆者らは，学外演習を看護学生の実現

可能な内容に調整して実施すれば自己効力感を高
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めることができる。自己効力感を高めることがで

きれば以降の学習への動機づけになり得る。さら

に，学外演習目的をとおして学生自らが日常生活

と健康問題に理解を深め，自己のライフサイクル

変容の契機になると考えた。

園研究目的

序言を踏まえ，本研究の目的は看護学生が，学

外演習を通して自己効力感を持つことができたか

どうか，学外演習が日常生活と健康問題に関心を

持ち理解を深め，自己のライアサイクル変容につ

ながったかを調査し，学外演習の効果に対1.-，学

習の動機づけも含め検討を加えることにある。

- 研究方法

1 研究方法;調査研究〈横断型〉

2.データ収集方法;学外演習後〈表2参照〉実

施後の質問紙による調査

1)質問紙調査実施方法;学外演習後，受講生

全員に了解を得て自己記述式で調査を実施

した。

2)質問紙回収方法;留め置き法

3)質問紙の内容;調査内容は安酸史子が示し

た自己効力感刺激要因18)を参考に学外演

習用に改変した。自己効力感に影響因子と

しての I 行動の達成， 2 代理強化 3

言語的説得 4 生理・心理的状態を示す

調査内容に加え，学習目的の達成ができた

かどうかの調査が含まれている。回答はは

い・どちらでもない・いいえの三段階

3. 研究期間;平成16年 5 月 12 日 ~12月 1 日

4.研究対象 ;2年次学生121名

5.分析手順

1)看護学生の自己効力感に関する分析

2)健康と日常生活についての認識が深まった

かどうか

3)自己の日常生活の見直しに繋がったかどう

か

4)行動変容は起きたかどうか

5)行動変容を起こした学生とそうでない学生

との自己効力感の比較

6)教員から賞賛を受けた学生とそうでない学

生との行動変容の比較

表2 学外潰習手順

看護学生遣には学外慣習の目的が歪示された後‘以下の手碩で学外演習を待う

日学生は1グループ6名に分げられ、指定された渇所で1時間30分づっ

の演習を符フ.

目実宣告は毎週土喝日でありー日に4グループが慣習する.

3)演習内容は骨密度の調定、血豆調定la'防血E計}金生活や運動に

対する日常生活の調査を主主主きする.

4)最初のグループには教員ポ指導内容及び方法について手本を示し、

順次学生違a身で活動できるようにする.

町学生逮は来絞者の受付をし日常生活の調査血圧謝定骨密皮の

測定場所A エスョートする.日常生活の調査では食品成分衰を参考

にしながら、調去に凋わる.

6)骨密度の測定結果がでたらその結果を説明しながら、教員によって

作成された9ーフレフトに沿って骨密度と食生活・翠動kの関謹について

指導をする.

11学外演習が終わった学生は次のグループに対Lて教員が行ったのと同じ

方法で伝達指導をする.

表3 自己効力感刺激要因と調査内容
田容ははい・どちらでもない・いいえから三者択ー

調習で与えられた役割が達成できた，

逆行行動の遣" 損習を県福に""に閲する学習を昆めなければなちないk考えた.

慣習を契樋に学習課題を遺成するカポゥいた.

也の学生から揖習方法についての停験訴を聞いた.

代理的強化 地域住民から惜廉に閉するE常生活について聞くことができた.

書員由t実揮に地域住民に指導している場面を見た.

数員から慣習方法について指導を苦けた.

地"住民から何らかの形で固まされた，

言語的説得 培喧住民から何らかのことで苛められた司

暫貝から視習に関することで昔められた.

学外慣習は楽しかった，

主理的・情動的壮 学外講習は満足であった，

g 摘橿的に字外国習に車。組むことができた.

また、このような垣換をした"，考えた.

日常生活と措直に 自分の博康増進に関する日常生活について考えるζとができた.

闘する理解 生Eにわたる信康習世は青年期に形成されることを知った.

意思決定 埠車苛動に関する自己の B菅生活を見~そうと考えた.

行動宮容 学外演習積ライ7~タイルにおける白常生活習慣を変えた，

安盈史子が示した自己効力担慣例指要因を本調査周に筆者が政支

-結果

受講生121名中演習参加者は119名であった。そ

のうち本調査に協力が得られた学生103名 (回収

率87%)が用紙の回収に応じた。有効回答率

100% 

1.看護学生の自己効力感l乙関する調査結果
看護学生の自己効力感に関する調査結果を，は

い・どちらでもない・いいえをそれぞれ5・3・

ーー11-
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0に点数化して図 lに示した。図 1:からも明らか

なように自己効力感に関する調査結果では，遂行

行動の達成と生理的・情動的状態が最も高<4.5 

であった。次に代理的強化が3.7であり，言語的

説得は2.9と最も少なかった。

遂行行動の達成についての調査結果を図2に示

した。図2からも明らかなように学習意欲が高ま

ると答えた学生は96%と最も高<.次に役割遂行

が90%，学習課題達成能力については47%と低

かった。

代理的強化に関する調査結果を図3に示した。

学生からの体験談が71%と最も高し次に地域住

民から健康について聞くことができた学生は

67%，教員が地域住民に指導している場面では

66%であった。

言語的説得に関する調査結果を図4に示した。

その結果では教員からの指導が最も多く 85%，最

も低かったのは教員からの賞賛であった。又，地

域住民からの励ましは50%の学生が経験してお

り，賞賛は43%であった。

生理的・情動的状態に関する調査結果を図5に

示した。演習が楽しかったと答えたものが89%と

最も高く，積極的に取り組めたと答えたものが

84%であった。このような経験がしたいと答えた

ものは80%であり，満足と答えたものは79%で

遂行行動田達成
4_5A 4.4 

ム:4W勿伊永沢汽、~.~ 強化

巨ヨ盟

言語的説得

図1 看護学生の自己効力感
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的問削禍隅踊開削醐蜘刷、

図2 遂行行動の達成
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図3 代理的強化
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あった。

2 健康と日常生活についての認識が深まったか
どうか

健康と日常生活についての認識が深まったかど

うかについての調査結果を図6に示した。演習を

通して自己の日常生活の見直しについて再考する

必要があると答えたものは83%であり，食生活習

慣が青年期に形成されることについての認識した

。見 20首 40ll 601‘ 8.売 10m‘
図6 日常生活と健康についての認識
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者は59%であった。

3.自己の日常生活の見直しに繋がったかどうか
自己の日常生活の見直しに繋がったかどうかに

ついての調査結果を図7に示した。 78%の者が見

9 

図7 自己の健康生活の見直し

直そうと考えている。

4.行動変容は起きたかどうか

健康と日常生活について認識し，行動変容が起

きたかどうかについての調査結果を図8に示し

た。調査結果からも明らかなように行動変容が起

きた学生は26%であり，起こさなかった学生は

図B 行動変容が起きたか

54%であった。

5 行動変容が起きた学生とそうではない学生の

自己効力感の比較

行動変容が起きた学生とそうではない学生との

自己効力感の比較を図9に示した。行動変容を起

こした学生の代理的強化は両者共に同得点である

が，生理的情動状態の調査結果は4.9であり，そ

うでないものは3.6であった。遂行行動では前者

が4.7であり，後者古河.3であった。言語的説得で

4.j 

意志決定

盟1li

遂行行動の達成

3 

" 

宮括的且得

2塑的情動的扶怨

図9 行動変容

は前者が2.5であり，後者が2.2であった。遂行行

動と言語的説得では行動変容の起きていない学生

の方が，幾分値が低い。特に言語的説得は両者共

に低かった。

生活と健康についての認識した学生は前者が

4.5であり，後者は3.6と低かった。又，行動変容

しようと意思決定したものは，前者は4.5であり，

後者は3.9であった。

6.教員から賞賛を受げた学生とそうでない学生

との行動変容の比較

言語的説得の中で教員にほめられた学生は全般

的に少なかったが，教員から賞賛を受けた学生と

そうでない学生との行動変容の比較を図10に示L
た。その結果からは教員にほめられた学生の行動

変容は3.3と高しそうではない学生は1.4と低

かった。両者の平均値の差の検定ではP>O.Olと

有意差があった。

4叫

窓志決定

圃考察

遂行行動の達成
7 

君謂的説得

主主理的情劫的主主簡

教員1':ほめられた

自己効力感影響因子に関す調査結果では，遂行

行動の達成と生理的・情動的状態が最も多く，4.5

であった。次に代理的強化が3.7であり，言語的

説得は最も少なかった。この調査結果から考える

と，遂行行動の達成が高かったのは，成人看護学

概論Iの授業の一環として表 1. 2・3にも示し

たように，演習計画と目的が事前に示されたこと，

実際に行った演習内容の遂行が容易であったこと

が反映されたと考えられる。つまり，学生は遂行

しなければならない役割を達成することによっ

て，遂行行動の達成結果が高くなり，その結果が

生理的・情動的状態に影響を与えたのであろう。

遂行行動についてアトキンソンは，自己の r達

成動機づけ理論J119lの中で達成志向行動(achieve.

ment-oriented behavior)は接近傾向と回避傾
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向間の葛藤の結果として生じるものであると述べ

ている。全ての達成活動 (achievement-related

action)に関連するものとして，成功の可能性[結

果的には誤りという情緒が伴う]と失敗の可能性

[恥といった情緒が伴う]があげられる。これら

の予測される情緒の強さは，個人が達成志向活動

(achievement-oriented Activity)に接近するか

回避するかどうかを決めることになる。つまり，

達成行動は，成功願望と (hopeof success) と

失敗恐怖 (fearof failure) との情緒的な葛藤の

結果である。つまり，遂行が容易であった学外演

習は成功願望と言う意味では確率が高く，失敗恐

怖の少ない活動であったと言えるであろう。

クルト・レヴインの“場の理論"で考えて見る

と，彼は人の行動はパーソナリティや欲求，ある

いは環境刺激のいずれか一つだけが原因なのでは

なし行動はそのときに行動が存在する場によっ

て決定されると述べている。つまり，行動は人と

環境の両者により決定されると彼は考えた。彼に

よれば人と環境は一緒になって生活空間を構成

L.環境の知覚は，人の欲求，価値観，態度，動
機などによって影響されると考えた。レヴィンの

場の理論には要求水準という概念が中心にある。

要求水準(Ievelof aspiration) というのは「あ

る課題での自分の過去の成績を知っている個人

が，その課題と類似した課題で，はっきり到達し

ようと試みる成績の水準である。つまり，要求水

準は，人が到達したいと望む目標への努力と，知

覚されたその目標の困難さを含んでいる。」叫従っ

て，個人が何かをしようとするとき，これだけや

りたいという期待，決心，自信，願望などの程度

を要求水準ということができる。この期待，決心，

自信，願望は，最初は未分化であるが，その後分

化し，最後には合一する。要求水準はアトキンソ

ンの達成動機づけ理論同様，成功への期待と失敗

の恐怖が共に存在することになる。達成しにくい

水準になると人は心理的混乱状態に陥る。した

がって，達成しやすい水準に目標をおくことが情

緒的安定につながる。

ブルーナーも「要求水準という概念に関して，

主観的な成功の確率を最大限にするように，葛藤

の生成と軽減と失敗と成功の経験を盛り込むこと

が必要である。失敗の予測を持った成功への高い

動機づけは，フラストレーションと落胆とを引き

起こしがちである。il)と述べ，成功の確率を最
大限にすることが必要であると述べている。アト

キンソン，レヴィン，ブルーナ一等が述べたよう

に学外演習の経験は成功の可能性が高し失敗の

可能性の低い実現可能な内容であったことも，遂

行行動の達成につながったのであろう。学生とし

て与えられた役割を遂行したことは学習体験とし

ては満足であり，地域と場での住民との交流経験

は楽しい経験として認識された結果であると考え

る。

次に図2でも示した遂行行動の達成では，学生

遥の96%が学習意欲が高まると答えており，役割

遂行ができたと答えたものが90%であった。他方，

学習課題達成能力があると答えたものは47%と低

かった。これは骨密度の視定や血圧測定は実施で

きたが，来談者の質問や実際的な問題に対処でき

る能力が低いと考えた結果であると考える。しか

しながら.96%の看護学生逮が学習意欲の高まり

を認識Lており，以降の学習への動機づけになっ

たと考えられる。

代理的強イじに関する調査i結果では，看護学生か

らの体験談が71%と最も高く，次に地域住民から

と答えたものが67%であり，指導教員が地域住民

に指導している場面からと答えたものは66%で

あった。学外演習では最初，学生に教員が指導を

1...，その次の学生には教員及び学生からの伝達・

指導である。この調査結果からは学生が体験談を

他の学生にいかに伝えたかということ，地域住民

からの健康に関する経験談，あるいは教員の指導

などが含まれている。学生遥は多くが学生からの

指導を経験した結果も代理的強化に現れたもので

あると考える。ワトソンは，人は模倣により学び，

適切な情報に耳を傾け，強化のある環境とない環

境を区別L.目標到達の可能性に関する期待をも
ち，主観的に有効な方法で世界を解釈すると考え

た。彼が述べたように人は観察を通して学習し，

他者の行動を模倣しながら成長することは明らか

である。演習の際に教員は地域住民への関わりか

たや指導場面の模範を示Lた。それは第一に教師

がモデルが示し，第二に学習者はモデ、ルの行動に

関する知識の獲得，第三に観察したことを行動に

反映する。これらから，学生は演習から観察学習

を経験したことになる。又，骨密度測定時の関わ

り，食生活や運動に関する調査を通しての関わり

などは，活動事態の中にコミュニケーションの機

会が必然的に生ずる。

言語的説得に関する調査結果では教員からの指

導が85%と最も高く，最も低かったのは教員から

14ーー
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の賞賛であった。又，地域住民からの励ましは

50%，賞賛は43%の者が経験した。言語的説得低

値の要因として，看護教員の賞賛が少なかったこ

とが考えられる。教育の現場ではアメとムチの概

念が良く適用される。褒められるという経験はご

褒美である。ご褒美は一般的に外的な賞である。

この外的な賞を経験すると学習者は内面にその経

験を保有し，その経験をまたLたいと考えるよう

になる。これが学習者の学習へ向けさせる内的な

動機づけにつながる。

生理的・情動的状態に関する調査結果では，楽

しかったと答えたものが89%，積極的に取り組め

たと答えたものが84%，また，このような経験が

したいと答えたものは80%であった。認知的構成

要素とは知識，理解，応用，分析，統合の5つで

あり，情意領域は受け入れ，反応，価値づけ，組

織化，一つの価値あるいは複合的な価値による個

性化である。個性化の実現は内在化のプロセスで

最も高いレベルであり，扱われる現象ならびに行

動に関して最も広範的な目標， llPち，宇宙観，人
生哲学，世界観に関連したものが含まれる。つま

り，教育における興味や関心などもそれであり，

学習することに喜びゃ楽Lさを見出すプロセスが

そこにはあると考えられる。

7ロイトは自己の“精神分析的理論"の中で人

聞は閉じ込められたエネルギーシステムとみな

し，どの個人にも一定量のエネルギーが保存され

ていると考えた。つまり，人聞は学習するべきエ

ネルギーを有しているということであり，この精

神エネルギーをいかに学習に向けさせ，効果的に

使うかということが課題である。又，ハルは“動

因理論"のなかで生理的欠乏[要求]はそれを満

たすような行動をとるように有機体を駆り立てる

として要求は一次的動因22を生むと考えた。彼に

よれば活動は人関の生理的要求である。

一定の学習の関，学生は机に座ったままの状態

であれば活動の要求が起きてこよう。その意味で

成人看護学概論Iの学習プログラムに学外演習が

盛り込まれたことは，演習そのものの活動性が学

習者の活動への要求を満たしたことになり，楽し

みながら学べることにつながったと考えられる。

与えられた授業時間にパリエーションを持たせる

ことは学習者を退屈させない。その意味で活動性

の高い演習は学生の生理的・情動的状態に大きく

影響を与え，その結果，演習が楽しく感じられ，

積極的に取り組め，その成功経験が，もう一度同

じような経験がしたいという結果につながったの

であろう。

マズローをはじめとするニード論では，人々の

活動性が論じられ看護モデルにも適用される。

従って，与えられた授業時間にバリエーションを

持たせるあるいは活動性を含めた学習プログラム

立案も必要であろう。その意味で活動性の高い学

外演習は，看護学生達の生理的・情動的状態に大

きく影響を与え，その楽しさや積極性に行動でき

る成功経験が，もう一度同じような経験がしたい

という結果につながったと考えられる。外的な外

在的な賞から内在的な賞への転移についてブルー

ナーは「子供に効果的な認知活動をさせようとす

るとき，子供を環境の賞罰の直接的な束縛から開

放してやること，つまり外発的動機を内初的動機

に置き換えることであると述べた。/3)賞賛をす
るという外発的な動機づけが学生遠の生理的・情

動状態に影響を与え，また同じような経験をした

いと考えたことがまさにそれであろう。

この演習を通して学生に学ぶことを期待Lた

“健康と日常生活"についての認識が深まったか

どうかという設問についての調査結果では，学生

達が自己の日常生活の見直しについて再考する必

要があると答えたものは83%と高値であることか

ら，学外演習における成人看護学概論 lの目的は

達成できたと考える。しかLながら，実際に行動

変容を起こ Lた学生の数は26%と少なかった。そ

こで行動変容が起きた学生とそうではない学生と

の自己効力感の比較を行った。その結果比較では

代理的強化の値は両者に差がないが，遂行行動や

言語的説得，生理的情動状態，認識，意思決定の

段階において幾分行動変容の起きていない学生の

方が低い。次に教員にほめられた学生とそうでな

い学生の行動変容の調査結果は，言語的説得の中

でも特に教員にほめられた学生は3.3と高しそ

うではない学生は1.4と低かった。両者の平均値

の差の検定ではP>O.Olと有意差が有り，教員が

学生を賞賛したり，ほめたりすることは学生の行

動を変容させることにつながるということを示し

ている。賞賛の経験はマズローの述べた至高の経

験であり，それが学習の動機づけあるいは継続に

つながるとしたら，それは教育成果であると考え

られる。マズローは「至高の学習経験が重要であ

るのは，認知的構成要素と情意的構成要素を統合

するからである。/4)と述べている。これらから
賞賛は学生の自己効力感を高める重要な因子のみ
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ならず，行動変容にも影響を与えると考える。

人間主義の理論家としてゴードン・オール

ポート 25) アプラハム・マズロー，カール・

ロジャーズ拙などの一致した動機づけの原理に

関する見解は，人の中心的な領域は，各自が持っ

ている潜在能力を実現することである。人には遺

伝的に持っている，受け継いだ能力や才能を卜分

に伸ばしたいという，内的で生物学的な強い欲求

がある。個人の中心的な動機づけは成長すること

であり，基本的自己を高めることである。中でも

マズローは「健康な人においてのみ，経験につい

ての主観的喜び，経験に対する衝動，経験を求め

る願望と経験に対する「基本的欲求」との間には

密接な関係がある。ただこのような人身のみが，

彼らにとって善なるものと，他人にとって善なる

ものが同じく求められ，従って，心からこれを体

験し，是認する。J27)と述べている。

学生還が演習によって地域住民と関わりをもっ

という経験は，与えられた役割が容易であり，遂

行可能な目標であったために達成感をもたらし

た。これは学生の自己効力感を高め，学習の動機

づけになると共に，学習を継続Lていく原動力に

なると考える。マズローは「基本的動機は既に出

来上がった価値の階層をみたして行くものである

ことを知らねばならない。この価値の階層は，高

次の欲求と低次の欲求，強い欲求と弱い欲求，決

定的に重要な欲求とあってもなくても良い欲求と

Lて，相互に関係し合っているのである。」甜活

動は生理的要求であるが，この生理的要求が満た

されたとき，人は学習の要求が起きる。この学習

の要求への限りない活動が，さらに高次の要求，

つまり，自己実現へと向かわせるものであると考

えられる。パンデューラは「人間の働きのメカニ

ズムのなかで，自分の持つ力を信じることほど主

要な，力強いものはない。」胡と述べ，効力の信

念は人有の考え方，感じ方，動機づけあるいは行

為に影響を与えると述べている。したがって，自

己効力感を有すること，つまり，自分にもできる

という考えが，学習への動機づけにつながり，そ

の課題を継続する原動力になると考える。

園結論

学生逮が学外演習を遇して自己効力感を持つこ

とができたかどうか，又，学外演習は日常生活と

健康について関心を持ち，健康のために良い生活

習慣の形成につながったかどうかを検証した結果

以下のようなことが分かつた。

学外演習プログラムは観察学習と Lてのモデル

を示したものであり，学生の活動ニーズを満たす

ものであったこと。その方法は学生にとって遂行

可能な内容であったこと。遂行可能な内容が学生

達の達成感につながり，遂行行動の達成は学生の

生理的・情動的な側面に影響を与えた。楽しかっ

たという活動経験は又，同じような経験をしたい

と考えることにつながり，パンデューラの提唱す

る自己効力感を有することは学習の動機づけにつ

ながり，それは学習の継続性に大きく影響を与え

る。さらに池域住民との交流から健康問題に関心

を持ち，自己のライフスタイル変更への認識が高

まったことがわかり，学外演習は効果的な学習プ

ログラムであるといえる。

E 結語

成人看護学概論で学外演習を行った成果と，演

習が看護学生にどの程度，自己効力感を有したの

か調査した。その結果から，看護学生が学習者と

して自主的に学習が継続できるような学習プログ

ラムの在り方に対して検討を行った。学外演習は

自己効力を高める結果になったが，それは活動内

容が平易であったことが良い結果につながったと

考えられた。高等教育における教育方法は学習者

自身がいかに主体的に学習に取り組めるかがポイ

ントとなる。看護学は特にめまぐるしく変化する

医療現場で絶えず、学習する姿勢が求められる。そ

の学習の継続に必要なのが自己効力感である。教

育の質的転換が求められる今日，いずれも重要な

視点であると考えるが，中でも筆者は知識獲得重

視型教育から知識獲得方法重視型教育への転換に

ついては多大な関心をいだくものである。学習者

が自己効力感を持ち，学習者本位主義あるいは生

涯学習とも連動する教育プログラムを模索するこ

とが，高等教育機関における専門職育成の看護基

礎教育ではさらに重要な問題だと考える。尚，本

研究は一教科目での学外演習を実施した後の学生

の意識調査であり，縦断的に学生の意識の変化を

調査したものではない。看護学生達の日常生活も

多岐にわたり，その経験も日々変化する。学習の

動機づけや継続性については都度，啓発していく

ことも必要であろう o
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